
検 討 経 過

■第１回武道振興施設のあり方検討会 （平成26年６月16日）

◇武道を取り巻く現状等について、事務局から説明

◇以下の項目について、意見交換

・検討に至る経緯について
（中学校における武道必修化、県立武道館の建設要望 等）

・都道府県立武道施設の状況について
（都道府県立武道館は43都道府県で設置）

・長野県内の武道施設の状況について
（長野県における全国レベルの武道大会の開催場所 等）

・長野県における武道を取り巻く現状について
（長野県の武道競技人口、武道種目の競技水準 等）

概 要

◇組織的・精神的な「拠点」が必要ではないか
▶ 体系的な指導者研修の窓口、競技者の目標としての位置づけ、関
係団体間の情報交換 等

◇レベルの高い試合を観られる施設が必要ではないか
▶ 子どもたちのスポーツへの関心の高まり

◇武道の特性を踏まえた施設が必要ではないか
▶ 通常の体育館とは異なる床の構造（けがの防止）

◇東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、早期建設が必要では
ないか
▶ 合宿、練習場所としての活用

主な意見
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■県外視察 （平成26年７月31日・８月１日）

◇視察の概要

・武道館の館長及び職員の説明を受け、施設を見学後、意見交換を実施。

◇施設の状況等
・平成元年完成、総工費56.5億円。
管理運営費は、人件費を除き6,900万円程度。

・武道場の床にスプリングが入っているほか、剣道場の床下に甕を敷き
詰めているなど、競技の特性にあわせた床の構造。

・武道のほか、子どものかるた大会で使用。

◇武道振興のための取組等

・指導者の育成のため、日本武道館及び全国都道府県立武道館協議会
との共催等で研修会を実施。

・県内の武道館関係者が集まる「公立武道館協議会」を開催し、情報交
換等を実施。

・近隣の小学校・中学校からの依頼に応じて職員を派遣し、指導を実施。

・武道の普及のため、「武道教室」を開催。

・「武道館運営委員会」を設置し、各武道団体の方等と意見交換等を実
施。

福井県立武道館



◇視察の概要

・施設の見学後、武道館の館長との意見交換を実施。

◇施設の状況等

・昭和53年完成（平成20年相撲場増設）、総工費14.6億円。
管理運営費は、5,200万円程度。

・弓道場は高校生がほぼ毎日利用し、一般の方と一緒に練習。

・武道の特性に配慮した床の構造。

・武道のほか、ヨガ教室などに活用。

◇館長からの主な意見

・全国都道府県立武道館協議会の加盟都道府県に対しては、中央から
講師を派遣してくれる事業があり、石川県の場合年間300万円程度の
補助を受けている。

・平日は毎日各武道の教室が開催されている。日中の時間帯の利活用
が課題。

・生涯スポーツの観点が必要。

・「拠点」という考え方はスポーツ振興に大事なこと。拠点があれば、稽古
相手を求めに来たり、高段者の指導を求めに来たりして、人が集まる。

・将来の武道振興のため、子どもたちの育成が重要。魅力ある指導者が
必要。

石川県立武道館



◇県内10武道競技団体の代表者から、現状等について意見聴取。

【当日出席団体】 長野県相撲連盟、長野県柔道連盟、長野県弓道連盟、
（一財）長野県剣道連盟、長野県なぎなた連盟、
長野県空手道連盟、長野県少林寺拳法連盟、
長野県合気道連盟 （以上、８団体）

概 要

◇現在支障をきたしていること

▶ 大きな大会を開催したくても、開催できる会場を確保できないため、
大会を誘致できない。

▶ 全国都道府県立武道館協議会に加盟していないため、中央の講師
派遣事業を活用できない。

▶ 裸足で行うため、床が傷んでいた場合にけがをする可能性がある。
また、体育館等の床は硬すぎる。スプリングの入った床での練習と
比較して、競技力向上の面で劣っている。

▶ 日々の練習場所の確保が大変。また、相撲にあっては日常的に活
動できる場（屋内の土俵）がない。

◇県立施設ができた場合の活用方法

▶ 情報発信・ＰＲの拠点とすることにより、武道に関わる機会を広く提

供（教室の開催等）

▶ 武道教育の拠点、子どもたちが集う拠点（武道教室の開催）

▶ 大規模大会、講習会の誘致

▶ 指導者の育成（県立施設を中心とした指導者育成プログラム等）

▶ 「武道祭」の実施

◇県立施設建設による効果

▶ 他競技との連携・情報交換、指導者同士の交流等により、武道全体
の発展につながる。

▶ 広く武道を知ってもらい、多くの方に関わってもらうことにより、武道
の良いところ（生涯スポーツ、礼儀作法等）が広く伝わり、健康維持
や青少年健全育成につながる。

主な意見

■第２回武道振興施設のあり方検討会 （平成26年９月25日）


